
妻

▼

、

◎
北
陸
納
貯
難
会
長
表
彰

晃
百
山
也

村

中
◎
石
川
県
納
貯
連
会
長
表
彰

濱
上
美
知
子
百
山
也

村

一
明
百
山
也

井
◎
石
川
地
区
納
貯
連
会
長
表
彰

澤
田
敏
矢
百
山
也

東
孝
義
百
山
也蔽
称
略
)

き寺

佃

(
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一
一
一
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■冨

゛

二

覧回

＼

,

(

＼

■

雫

■
■
画

松
任
法
人
会

、
{

青
年
部
会
が
熱
演
U

劇
や
ク
ィ
ズ
で
楽
し
く
黒

松
任
法
人
会
青
年
部
会
は
白
山
市
.

野
々
市
市
の
5
つ
の
小
学
校
で
租
税
教
室
を

開
催
し
ま
し
た
。

消
費
税
に
関
す
る
劇
仕
立
て
の
や
り
取

り
、
興
味
深
い
ク
ィ
ズ
、
税
の
あ
る
町
と
な

い
町
の
比
較
と
意
見
発
夫
一
億
円
の
レ
プ

り
力
紹
介
な
ど
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ
ユ
ー
に

磨
き
を
か
け
た
内
容
で
謡
し
ま
し
た
。

税
の
役
割
や
大
切
さ
学
ん
だ
児
童
た
ち

ゆ
る
キ
ャ
ラ
や
担
任
の
先
生
も
参
加
し
、

各
会
場
で
は
歓
声
が
上
が
り
、
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

感
想
発
表
で
は
児
童
の
皆
さ
ん
か
ら

「
税
金
の
大
切
さ
が
分
か
っ
た
」
、
「
大
人
に

な
っ
た
ら
し
っ
か
り
税
金
を
払
い
た
い
」
な

ど
の
声
が
聞
か
れ
税
の
役
割
や
大
切
さ
を

学
ぶ
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
の
充
実
に
向
け
て

濱
上
豊
敬
青
年
部
会
長
は
三
れ
か
ら
も

趣
向
を
凝
ら
し
、
子
供
達
に
も
分
か
り
や
す

い
も
の
と
し
、
税
に
対
す
る
関
心
を
持
っ
て

も
ら
う
き
っ
か
け
を
提
供
し
た
い
」
と
語
っ

て
い
ま
し
た
。

、

0

讐

＼
八
【

、
轟
子
g

.
§
、
'
y

智
町
、
一
{
、

、
゛
現
'

一
■
イ
'

窓
之
,
^
す
風

考
゛
●
、

ノ
三
越
又

、
(

、

ゞ

ふ
る
さ
と
の
自
然
を

生
か
し
た
農
業
を
守
り
、

安
全
・
安
心
な

農
産
物
の
地
産
地
消
と

明
る
い
住
み
ょ
い
地
域
づ
く
り
に

貢
献
し
て
い
ま
す
。

/

牙〆

'

イ
ン'

税
を
吉
え
る
週
間

「
く
ら
し
を
支
え
る
税
」

れ
月
羽
日
(
水
)
S
Π
日
(
火
)

j
プ

◎
翁
税
務
相
談

(
北
陸
税
理
士
会
松
任
支
遜

▽
Ⅱ
月
N
日
(
士
)

午
前
W
時
S
午
後
3
時

*
会
場
は
共
に
ア
ピ
タ
松
任
店
1
階

問
い
合
わ
せ

松
任
税
務
黒
務
課

旧
2
7
6
,
2
6
9
8
(
直
通
)

ノ

▲
七
、
~
、
.

曾

ι

ム

、

納
税
表
彰
者
決
ま
る

申
告
納
税
制
度
の
普
及
と
納
税
道

義
の
高
揚
等
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々

は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
金
沢
国
税
局
長
表
彰

吉
田
隆
一
(
法
人
会
功
績
)

宮

靖
柄
貯
連
功
績
)

j

◎
松
任
税
務
署
長
表
彰

村

昊
納
貯
連
功
績
)

中

瓢

◎
税
に
関
す
る
作
品
の
展
示

松
任
税
務
署
管
内
の
小
学
生
中

学
生
高
校
生
か
ら
提
出
さ
れ
た
税

に
関
す
る
作
品
の
優
秀
作
品
を
展
示

し
ま
す
。

▽
Ⅱ
月
Ⅱ
日
(
水
)
S
W
日
(
水
)

午
前
9
時
S
午
後
9
時

◇
◇
◇

富
陽
小
で
の
租
税
教
室
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~5小学校で開催・児童も参加~
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松任税務署からのお知らせ

雛鰐署八行かずにヲグヲ勿完筒§

タイレクト納付X電子納税証明書
ダイレ勿卜鞭肘

こんな方におすすめ

・金融機関へ行く時間がない

・納付忘れを防ぎたい

メリツト

納税いしかわ

・登録した口座から直接引落し

・納付日の指定も可能

・鋤テなどに行く必要なし

事前準備

・e・TaX開始届出書の提出

・ダイレクト納付利用届出書の提出C

申告等データの送信時に
ダイレクト納付の手続を
することができる

「自動窒ゴ_ヒ立上」と
いう機能もあります!!

^登録が完了すれば、利用可能!!

目

松任税務署からのお知らせ

》税に関する各種情報を
調べることができます

メインメニ、・、^^

§心,ロ,
.瀦堤 聢申舘の幟

梱人のあ

園調^明習

こんな方におすすめ

L

・スマホやパソコンで完結したい
・税務署に行きたくない

メリツト

回

■

r

詳しくは
こちらから

第244号(2)

削り.1

・24時間請求可能

・手数料がお得

・期間内であれば何度でも印刷・使用可能

(,

・いつでもどこでもスマホなどで完結

事則凖値
・e・TaX開始届出書の提出

・マイナンバーカード

ココξ里,1

t、・1拶芝,

13:30~15:30 場所松任コミュニティセンター

14:30 講演会

畔厶らしく歳を重ねるために』
~今できる備えと制度の知識~ か込

らみ
＼は谷路啓子氏

行政書士たにみちけいこ相続しゅう活相談室代表

》ニーズに合った情報を
受け取ることができます

勺ヨ罷.・・・

゛

第1部畔兇のよもやま話』

小阪秀明氏松任税務署長

第2部『ほんとうの中国

~常識がこんなに違うとは~』
明治大学講師

「現代ビジネス」コラムニスト近藤大介氏

松任法人会女性部会租税教室&講演会

日時令和8年Ⅱ月26日(木)

30 租税教室13

『失敗しない「親から子」への事業バトンタッチ』
~顧客・ 従業員 ・取引先の信頼を失わないための注意点~

小オ 代氏
^

税理士法人みらいサクシード代表税理士

..^、'

亀

ゞ入

ふるさと納税を眺方へ

ふるさと納梯1、紬射壤り珀治

体鮒して寄眺行ゞ陽飾、寄附額

のうち2,000円を超える部分にっいて、
所得税及施人住民枷、らそれぞれ控除
が到ナられ開捜です。
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回舛才'ヰ、・回

穐ゞ●
回豊、゛金鴬1

ご利用方法(友だち追加)
二次元コードをスマホで読み取り、
「追加」又は「友だち追加」を押し
てください。
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回
詳しくは
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鳳

こちらから

回、..,'r.,皿'、;,
.コ'

ーデ..

回'、',よ

、

UNEの

ID検索からも

友だち追加
できます!

@kokuzei

申込締切Ⅱ月10日(火)
か込

(事前予約制) らみ
＼は

申し込み・問い合わせ

石川税務連絡協議会松益社団法人松任法人会内)

TEL076-274-3157
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松
任
税
務
署
長
の
小
阪
で
ご
ざ
い

ま
す
。ま
ず
、
本
年
夏
の
熊
本
地
震
、
千

葉
県
に
お
け
る
豪
雨
、
そ
し
て
北
陸

^
方
を
^
つ
た
^
^
的
な
^
^
に
よ

り
、
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々

に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
す
る
と
と

も
に
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
一
日
も

早
く
平
穏
な
暮
ら
し
を
取
り
戻
さ

れ
地
域
の
復
旧
・
復
興
が
進
む
こ

と
を
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

災
害
な
ど
や
む
を
得
な
い
事
情
に

よ
り
国
税
の
申
告
・
納
付
等
が
期
限

(

ま
で
に
で
き
な
い
場
合
に
は
所
轄

税
務
署
長
へ
の
申
請
に
よ
り
期
限
の

延
長
を
受
け
ら
れ
る
ほ
か
、
被
災
状

況
等
に
応
じ
て
、
納
税
の
猶
予
や
所

皆
さ
ん
は
、
パ
ー
ト
や
ア
ル

バ
イ
ト
、
会
社
員
と
し
て
働
く

中
で
「
年
収
の
壁
」
を
磊
し

た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
近
年

の
物
価
高
へ
の
対
応
や
手
取
り

を
増
や
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

令
和
8
年
分
(
2
0
2
6
年
分
)

の
所
得
税
に
関
し
大
き
な
税
制

改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回

は
、
私
た
ち
の
給
与
と
税
に
関

す
る
改
正
点
を
わ
か
り
や
す
く

こ
紹
介
し
ま
す
。

署
長
あ
い
さ
つ

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

さ
て
、
皆
様
に
は
、
平
素
か
ら
税

務
行
政
の
円
滑
な
運
営
に
深
い
御
理

解
と
多
大
な
御
協
力
を
賜
り
、
厚
く

得
税
の
軽
減
・
免
除
な
ど
の
措
置
を

受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
最
寄
り
の
税
務
署

松
任
税
務
署
長

「
も
っ
と
働
き
た
い
け
れ
ど
、
税

金
が
心
配
で
働
き
方
を
調
整
し
て
き

C
務
行
政
の
効
率
化
・
高
度
化
を
図
る

た
め
、
「
税
務
行
政
の
D
X
」
を
推

進
し
て
お
り
ま
す
。
事
業
者
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
e
十
a
X
や

キ
ャ
ッ
シ
ユ
レ
ス

納
付
を
は
じ
め
とル

る
デ
ジ
タ

サ
ー
ビ
ス
を
積
極

的
に
御
活
用
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

一
五
税
務
行
政
に
対
す
る
編

を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
適
正
か
つ

公
平
な
課
税
・
徴
収
を
着
実
に
遂
行

す
る
こ
と
が
何
よ
り
重
要
で
す
。
私

①
本
人
の
所
得
税
の
壁
(
課
税
最
低

限
が
大
幅
引
上
げ

「
1
0
3
万
円
」
か
ら
「
1
7
8

万
円
」
ヘ
ー

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

国
税
庁
で
は
社
会
経
済
の
変
化

や
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
を
踏
ま
え
、

納
税
者
の
皆
様
の
利
便
性
向
上
と
税

阪
秀
明

の
「
1
0
3
万
円
の
壁
(
課
税
最
低

限
)
」
が
、
令
和
7
年
分
と
8
年
分

の
改
正
で
「
1
7
8
万
円
」
ま
で
大

き
く
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
勤
務
先
か
ら
給
与
を
受

け
取
っ
て
い
る
方
は
年
収
1
7
8
万

円
以
下
で
あ
れ
ば
所
得
税
が
か
か
ら

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
1
フ

8
万
円
と
い
う
基
準
は
、
す
べ
て
の

人
が
受
け
ら
れ
る
「
基
礎
控
除
」
の

引
上
げ
と
、
「
給
与
所
得
控
除
」
の

最
低
保
障
額
の
引
上
げ
に
よ
っ
て
実

現
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
税
金
を

気
に
し
て
働
く
時
間
を
セ
ー
ブ
し
て

い
た
方
も
、
令
和
8
年
分
か
ら
は
よ

り
長
く
働
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

オ

ど
も
税
務
署
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

納
税
者
の
皆
様
に
寄
り
添
い
な
が

ら
、
時
代
の
変
化
に
的
確
に
対
応

し
、
よ
り
便
利
で
分
か
り
や
す
く
、

驫
さ
れ
る
税
務
行
政
の
実
現
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
地
域
の
皆
様
と
の
つ

な
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
国
民

の
負
託
に
応
え
て
ま
い
る
所
存
で
す

の
で
、
税
務
行
政
に
対
す
る
一
層
の

御
理
解
と
御
支
援
御
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

た
」
そ
ん
な
声
に
応
え
る
よ
う
に
、

こ
れ
ま
で
長
年
続
い
て
き
た
界
税

イ
ト
を
し
て
い
る
家
族
が
い
る
ご
家

庭
に
と
っ
て
も
、
手
取
り
が
増
え
嬉

し
い
改
正
で
す
。

こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
扶
養

に
入
れ
る
基
準
は
①
の
本
人
の
課

税
最
低
限
の
「
1
7
8
万
円
」
で
は

な
い
と
い
う
点
で
す
。

◆
ご
注
意
"

今
回
の
改
正
は
覆
税
に
関
す
る

も
の
で
あ
り
、
健
康
保
険
や
年
金
と

い
っ
た
「
社
会
保
険
の
壁
」
(
「
1
3

0
万
円
の
壁
」
)
が
引
き
上
げ
ら
れ

た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
住
民
税
の
非
課
税
枠
や
控

除
額
の
取
扱
い
も
異
な
り
ま
す
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
お
近
く
の
税
理
士
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

今
回
の
見
直
し
は
、
令
和
8
年
分

の
年
末
調
整
又
は
確
定
申
告
か
ら
適

用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

②
家
族
を
扶
養
に
入
れ
る
と
き
の
年

収
基
準
も
引
上
げ

「
1
0
3
万
円
」
か
ら
「
1
3
6

万
円
」
ヘ
ー

家
族
が
扶
養
に
入
る
か
ど
う
か
の

判
定
の
際
の
家
族
の
年
収
の
基
準
も

見
直
さ
れ
配
偶
者
控
除
や
扶
養
控

除
の
対
象
と
な
る
家
族
の
合
計
所
得

金
額
の
要
件
が
、
従
来
の
認
万
円
以

下
か
ら
能
万
円
以
下
に
引
き
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。

給
与
収
入
ベ
ー
ス
で
は
、
給
与
所

得
控
除
も
加
味
さ
れ
年
収
1
3
6
万

円
以
下
で
あ
れ
ば
扶
養
に
入
れ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ

(3)第244号 納税いしかわ

知っておきたい!

安心'相談
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北陸税理士会松任支部

税制改正で変わる
「年収の壁」と私たちの手取り
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松任税務署長賞・ボスター

光野中学校1年栖原朱里

税
に
つ
い
て
の
作
品
・
入
賞
者

令
和
8
年
度
税
に
つ
い
て
の
作
品
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
(
敬
称
瞳

【
小
学
生
の
税
に
関
す
る
絵
は
が
色
松
任
法
人
△
=
・
女
性
部
会
が
募
集
(
応
募
輪
9
0
8
点
)

【
中
学
生
の
税
に
つ
ぃ
て
の
作
品
(
作
文
・
書
道
・
ポ
ス
タ
ー
)
】
石
川
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
が
募
集

(
応
募
輪
1
、
 
2
5
0
点
)

【
高
校
生
の
税
の
欝
】
松
任
間
税
会
が
募
集
(
応
嘉
数
1
0
1
点
)

な
お
、
税
に
つ
い
て
の
作
品
展
は
れ
月
Ⅱ
日
(
水
)
S
W
旦
水
)
ま
で
ア
ピ
タ
松
任
店
1
階
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

"

多
く
の
方
の
ご
観
覧
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
小
学
生
絵
は
が
き
】

【
中
学
生
作
文
の
部
】

旭
陽
(
笠

姫
莉
(
光

◇
松
任
税
務
署
長
賞

◇
金
賞

梓
月
(
光

森
蓮
華
(
御
園
6
圧

今

一
(
美

禅
希

川
1
年
)

◇
松
任
法
人
会
長
賞

吉

花
(
美

川
3
年
)

徳
真
希

瑠

菜
(
蕪
城
6
年
)

岸

香
昼

間
1
年
)

中

諒
希

菜
(
富
陽
6
年
)

平

咲
昼

間
2
年
)

朔
希

戸

し

牙美
樹
乃
(
御
園
6
年
)

尾

前

大
(
笠

勿

間
2
年
)

◇
松
任
法
人
会
女
性
部
会
長
賞

季
(
松

任
2
年
)

士

楓
実

一
ヒ

木
戸
莉

李
(
美
川
6
年
)

任
2
年
)

い
つ
き
(
松

r

心
(
美

、

西
Π
恵

奏
(
蕪
城
6
年
)

野
2
年
)

來
(
光

絵
莉
那
璽

歩
霽
々
市
6
年
)

東
川
詩

菜
(
鶴

太

藤

来
3
年
)

真
(
光

〒

嶋
澤
里

愛
(
御
園
6
圧

濱

心
(
布

水
2
年
)

良
(
光

優

◇
松
任
法
人
会
青
年
部
会
長
賞

良
希

r

水
2
年
)

花
(
光

織
(
松
陽
6
年
)
蓮
覚
寺

ム
志

高

良
希

暉

水
2
年
)

來
希

荒

莉

乃
(
松
任
6
年
)
◇
銀
賞

姫
希

牙

衣
(
千
代
野
6
圧

池

口
芽

令

斗
希

武

田
心
雪
(
広
陽
6
年
)

橋

香
希

遥

山

寸

珠
寧
(
美

絵
莉
那
璽

星
3
年
)

野
1
年
)

【
高
校
生
税
の
語
】

◇
特
選
山
方
蒼
太
(
松
任
2
年
)

「
税
金
で
未
来
の
自
分
に

投
資
し
よ
う
」

倉

村

優
希
(
松
任
3
年
)

「
火
事
や
病
人
を
助
け
る

末
来
の
お
金
」

冨
学
生
書
道
の
部
】

◇
金
賞

塩山r英類吉、
γ
、
、

徳西山臼

間
1
年
)

星
3
年
)

『
一

Ⅲ
寸

.
一
八
弔
『

■
一

万
佑
子
(
美

白
平
(
美

啓
太
(
美

間
1
年
)

野
2
年
)

野
3
年
)

水
2
年
)

水
2
年
)

水
2
年
)

水
2
年
)

ー
'

、
ー

一
.

ノ

瑠
(
美
川
2
年
)

鈴
(
美
川
3
年
)

井
木
(
笠
間
2
缶

以
(
笠
間
3
年
)

咲
(
北
星
2
年
)

蘭
(
光
野
2
年
)

月
(
光
野
3
年
)

子
霽
々
市
1
圧

糸
霽
々
市
1
年
)

太
霽
々
市
2
年
)

恵
霽
々
市
3
年
)

月
希
水
1
年
)

星
3
年
)

野
2
年
)

川
3
年
)

川
3
年
)

川
3
圧

川
1
年
)

川
3
年
)

問
2
年
)

野
2
年
)

野
2
年
)

野
2
年
)

水
2
年
)

水
2
年
)

水
2
年
)

水
3
年
)

◇
銀
賞

風

夏
(
笠
間
3
年
)

那
(
北
星
2
年
)

局

冷
J

々
(
北
星
3
年
)

局

糸

菜
(
北
星
3
年
)

葵あ
ん
り
(
野
々
市
2
年
)

イ

央
太
(
野
々
市
2
圧

西
鍜
冶
唯
華
霽
々
市
2
年
)

恵
霽
々
市
2
年
)

ロ
ソ

希
実
霽
々
市
3
圧

目

朱
莉
希
水
1
年
)

局

,
距

間
3
年
)

間
3
年
)

星
1
年
)

星
1
年
)

星
2
年
)

野
1
年
)

野
1
年
)

来
1
年
)

【
中
学
生
ボ
ス
タ
ー
の
部
】

、
ニ
田
紗
蘭

◇
銅
賞


